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CADMATIC社では、造船所が、高度
なデジタル化が造船ライフサイクル
にもたらす膨大な機会を受け入れる
方向に向かっていると認識していま
す。私たちは、最適化された船舶設計
と造船業のための独自のロードマッ
プとソリューションで、これらの変革
の目標をサポートしています。私たち
は、造船組織がデータ駆動型造船に
向けて最初の一歩を踏み出せるよう
にする、専用の使いやすいソリューシ
ョンを提供します。 

一部の認識に反して、デジタル ト
ランスフォーメーションは、大規模で
知名度の高い組織だけに限定される
ものではありません。中規模および
小規模の造船所もまた、効率と収益
性を高めるためにデジタル変革を進
めています。彼らは、市場投入までの
時間を短縮し、コストを削減し、リード
タイムを短縮し、設計、建造、サプライ
チェーンの品質を向上させることで
利益を得ることができると理解して
います。

デジタルトランスフォーメーションを
支えるデータ駆動型造船とソリューシ
ョン
CADMATIC のデータ駆動型造船のコ
ンセプトは、データ駆動型の造船業

界の変革という私たちのビジョンに
基づいています。私たちは、データの
品質、一貫性、相互接続性に重点を置
き、手作業によるデータ処理を最小限
に抑えるか、排除することに、重点を
置いています。データ駆動型造船で
は、デジタル データ ストリームは一貫
性があり、信頼性が高く、担当分野や
プロジェクト フェーズや建造船シリー
ズを超えて再利用できます。

CADMATIC eShare は、データ駆動
型の造船をサポートし、デジタル トラ
ンスフォーメーションを推進するため
の基盤となるソリューションです。これ
は、デジタル ツインの作成と利用の
ための革新的で使いやすいプラット
フォームです。eShare を使用すると、
造船所は、船舶の設計、エンジニアリ
ング、計画、生産、検査、および運用に
関する情報を Web ベースのプラット
フォーム上でリンクし、視覚化し、共有
できます。

この強力なツールにより、造船所
はより迅速かつ正確な意思決定を行
うことができます。 これは、造船ライフ 
サイクル全体を通じて、すべてのプロ
ジェクト関連情報の単一の情報源とし
て機能します。データ駆動型造船にお
ける CAD/CAM の役割については、
ページ32の記事を参照してください。 

デジタル変革は順調に進んでいます

デジタル トランスフォーメーションは、海洋
業界でここ数年、流行のトピックとなってい
ます。現在、この業界は加速度的に話し合い
から行動へと動いています。私たちは、現在
のビジネス モデルを変革し、新しいモデル
を生み出すデジタル革命の始まりを目の当
たりにしています。  

CADMATIC Floorganiseは、エン
ジニアリングと設計、計画、および生
産実行の間の情報フローのギャップ
を埋めることで、造船所の運用効率を
改善できるもう 1 つのツールです。ペ
ージ14の記事を参照してください。 

私たちは、海洋産業のエキサイテ
ィングなデジタル変革がもたらす、計
り知れないチャンスをお客様が最大
限に活用できるように、お客様と協力
することを望んでいます。  

上記に加えて、この号のマガ
ジンでは、造船所と設計会社が 
CADMATIC ソフトウェアを使用して
品質と効率をどのように改善したか
を強調する 4 つの顧客の成功事例を
掲載しています。また、韓国での活動
についても特集を組んでおり、中国の
大連海事大学との協力の成功にもス
ポットライトを当てています。

最新の雑誌を楽しんでいただけ
れば、と願います、フィードバックをお
待ちしております。 

Geert Tepper 
Vice President, Marine Industry



West Seaが建造中のエ
キサイティングな一連の
遠征クルーズ船
CADMATICによる詳細設計
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ポルトガル北部の
Viana do Casteloに
あるWestSea造船所
では、2014 年から 
CADMATIC ソフトウェア
を使用しています。造船
所は現在、Mystic Cruises 
のためにエキサイティ
ングな一連の遠征クル
ーズ船を建造中です。 
CADMATIC は、造船所と
その下請け業者で、その
ような目を見張る船のす
べての詳細設計に使用さ
れています。

総面積 250,000 m2 のWest Seaは、
ポルトガルで最も重要な工業地帯の 
1 つです。 37,000 トン、長さ 190 メー
トル、幅 29 メートルまでの船舶の造
船、改造、修理に必要なすべての施設
を備えています。 

West Sea は、1996 年に 
CADMATIC の使用を開始した元 
ENVC 国営造船所からのインフラス
トラクチャの譲歩により、2013 年に 
Martifer Group によって創業されま
した。ヤードは戦略的に大西洋のい
くつかの重要な国際港に近く、いくつ
かの国際輸送ルートの中心に位置し
ています。

CADMATIC は造船所で船体設計、
艤装設計および生産情報の抽出に

使用されています。艤装設計には、配
管、HVAC、ケーブルトレイ、内装、鉄
艤が含まれます。 

造船所の作業量にもよります
が、WestSeaは通常、すべての設計分
野のモデリング作業の大部分を下請
けに出し、生産情報と、造船所の生産
部門とのインターフェースに焦点を絞
っています。ただし、必要なすべての
修正、設計のバリエーション、姉妹船
シリーズの変更の設計は、造船所の
従業員によって社内で行われます。

目を引く遠征クルーズ船
一連の印象的な遠征クルーズ船の最
初の船は、2019 年にWestSeaによっ
て完工しました。 この船は世界中で

操業していますが、北極特定地域を
航行可能で 200 人の乗客と 111 人
の乗組員の収容能力を備えています。
シリーズの 2 隻目は 2020 年 10 月に
引き渡され、3 隻目は 2021 年 6 月に
引き渡される予定です。 

WestSeaテクニカルマネージャー
のAndré Queirózによると、このシリ
ーズにはさらに2隻の船が建造中で
あり、1隻は2021年後半、もう1隻は
2022年に予定されています. 

CADMATICによる船舶の詳細設計
CADMATIC は、サブコントラクタによ
るすべての作業を含む、船舶のすべ
ての詳細設計に使用されています。 
CADMATIC は、関係者間での調整の

5



「CADMATICは、船体、機器、艤装
ライブラリ、および船舶モデルの
間で適切なレベルの調整を行っ
ています。 これは、生産情報の取
得と最新情報へのアップデート制
御にも有効です。」
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なオフィスのさまざまな下請け業者
と協力して、船のモデルをすべての
人のために調整し、更新し続けるこ
とが重要です」と André 氏は述べて
います。

ートしたり管理できる船のモデル間
の、非常に優れたレベルの調整機能
を指摘しました。 

彼はまた、WestSeaが高く評価し
ている他のいくつかの、このソフト
ウェアの機能についても強調してい
ます。 

「船殻設計では、モデルから承
認図面を作成できなければなりませ
ん。 HVAC モジュールや機器メンテ
ナンス エリアのスペース予約など、
一部の特定のツールも設計者に適
しています。当然、ライブラリが造船
所標準と効率的にリンクできること
も重要です。 最後に重要なことです
が、CADMATIC を使用してさまざま

目的で、下請け業者とモデルを共有
したり、関連する承認機関や所有者
とモデルを共有したりするためにも
使用されています。  

遠洋クルーズ船に加え
て、WestSeaはポルトガル海軍の 2 
隻のオフショアパトロール船 (OPV) 
と数隻のリバークルーズ船の詳細設
計に CADMATIC を使用しました。 

船殻、機器＆部品 ライブラリ、船舶モ
デル間の調整
CADMATIC の最も効率的な側面は
何かと尋ねられたとき、André はま
ず、船殻、機器＆部品ライブラリ、お
よび、生産情報を抽出したりアップデ
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Henk Kramer の紹介: 
CADMATIC シニア セールス マネージャー
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ヘンク・クレイマーとは？
私はランニングとサイクリングが大
好きです。 若い頃はスポーツが大好
きだったのですが、学生時代は休み
を取って学生生活を楽しんでいまし
た。学生を終えて再び走るようになっ
たとき、私はまだかなり大丈夫で、自
己ベストは、10Kが31 分20秒、マラソ
ンが2時間33分でした。怪我をしたこ
とで最終的には競走をあきらめざる
を得ませんでしたが、その後、最大の
趣味となったサイクリングを始めま
した。 昨年9月に長女が誕生したこと
で、サイクリングも後回しになってい
ます。父となって、新しい夢中になる
ものを得ました。    

いつ、どのようにしてCADMATICに入
りましたか?
私は 、ジュニアセールス・マーケティ
ング オフィサーとしてスタートした
CADMATIC を通して、卒業プロジェク
トを行い、それがうまくいき、在席し
ています

あなたの現在のポジションは何です
か?
私の現在の役割は、情報管理および
計画製品のシニア セールス マネー
ジャーです。これは、今年の初めから
の新しい役割であり、情報管理 (IM) 
製品と、製品ポートフォリオに新たに
追加された生産計画に集中できるよ
うになりました。

あなたの仕事の最も困難な側面は何
ですか?
目まぐるしく変化するお客様のニーズ
と、働き方の大きな違いに対応するこ
とです。これには、製品を販売するだ
けでなく、優れたプロセス分析スキル
と技術的な知識の両方が必要です。

あなたの仕事で一番好きなことは何
ですか?
様々な困難を乗り越え、同じ日はない
という事実です。 私の同僚や顧客は、
さまざまな国や文化の出身です。これ
らが組み合わさって、毎日がユニーク
で興味深いものになります。  

あなたは最近、カナダの Seaspan と
重要な契約を結びました。 なぜそれ
が重要なのか、また、彼らとの協力関
係が進展していることをどのように見
ていますか? 
それはいくつかの面で重要です。 第
一に、CADMATIC は、非常に徹底的
なテストと比較、およびすべての競
合他社とのベンチマークの結果とし
て選択されたためです。 Seaspan に
とって、優先順位は明確でした: 彼ら
は、12 年に及ぶ政府プロジェクトを
控えているため、意外性ではなく、将
来を見据えた本番環境に対応したソ
リューションを望んでいました。私た
ちが選ばれたということは、そのよう
な困難で複雑なプロジェクトにおい
て、そのような造船所を確実にサポ
ートすることができるということです。
このプロジェクトでは、親会社である
Elomaticとチームを組んでいることも
ユニークです。彼らは、効率を改善す
る方法についてヤードに相談し、アド
バイスしています。 このパートナーシ
ップは、3 者すべてにとってうまくい
きました。

あなたの観点から、海洋産業におけ
る最大のデジタル化とデジタル変革
のトレンドは何だと思いますか? 
多くの人が「デジタルツイン」につい
て何年も前から話題にしてきました
が、それが現実になりつつあります。
部門を超えた情報ストリームを統合
したいと考えるヤードがますます増
えています。3D モデルをデジタル ツ
インの中心点として使用することも
現実的になりました。 CADMATIC で
は、情報管理システムでこの方向を目
指しており、業界のこれらの変化を捉
え、さらに先んじようとしています。こ
れは、たとえば、AR と VR がデフォル
トで私たちのデザインと IM 製品に
含まれていることを意味します。 AI プ
ロジェクトは調査中であり、私たちは
継続的に UX を研究しています。同時
に、中央ハブ (クラウド) からの情報を
遠隔地とグローバルに分散して共有
できるように、すべてを可能な限り軽
量に保つよう努めています。 

CADMATICのデータ駆動型造船コン
セプトで個人的に際立っているもの
は何ですか? 
IM によって、生産チェーンのミッシン
グ リンクが作成されたという事実で
す。私たちは、顧客が、設計から工場
への一方向の情報の流れから、リア
ルタイムに視覚的に共有できる双方
向中央コミュニケーションツールへ
と、効率的に飛躍できる製品を開発し
ました。情報の必要性はユーザー グ
ループごとに大きく異なりますが、部
門間の境界線を低くし、情報をすばや
く視覚的に管理しやすい方法で共有
利用できるようにしました。

9



Groot Ship Design 
との共創
グルート シップ デザインは、顧客との共創と成功の達成を信じ
ています。オランダの Leek の設計およびエンジニアリング会社
は、Groot Cross-Bow® の設計と、造船技術およびエンジニアリ
ングソリューションへの実践的なアプローチで有名です。Groot 
Ship Design は 2005 年に CADMATIC を採用し、このソフトウェ
アを船殻、配管および艤装エンジニアリングに使用しています 。
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Groot Ship Design が 2005 年に設立
されたとき、3D船殻ソフトウェアの候
補が評価された後、CADMATIC がモ
デリングとエンジニアリングに選ばれ
ました。  最初の CADMATIC プロジェ
クトは 2007 年に実行されました。 

Groot Ship Design のマネージ
ング ディレクターである Jan Willem 
Cuperus 氏によると、CADMATIC を
選択したのは、その使いやすさ、ソフ
トウェアに精通したエンジニアの可
用性、および顧客や潜在的な顧客が
すでに CADMATIC を使用していると
いう事実によるものです。

CADMATIC の使用は、2010/2011
年に船殻エンジニアリングから、パイ
ピング＆艤装へと拡張されました。 

「私たちの地域のお客様のため
に、私たちは船体構造エンジニアリン

グから詳細エンジニアリングおよび
PIの供給まで行います。極東のお客
様には、CADMATIC 3D モデルとして
の建造計画を含む基本エンジニアリ
ング パッケージを提供しています。こ
のパッケージから、計画書とデータを
生成できます」と Jan Willem 氏は言
います。

柔軟性と変更の容易さ
建造の専門家であり、GSD ポーラン
ド オフィスのマネージャーである 
Huib van der Pas 氏は、CADMATIC 
の柔軟性と変更の容易さを高く評価
していると述べています。  

「これは、たとえば、ミッドシップ
のダブルボトムのすべてのフロアが 
11 mm の厚さで計画され、その後 12 
mm に変更された基本エンジニアリ

ングプロジェクトで確認することがで
きます。この場合、フロアごとにビュー
を開く必要はなく、セクション内のす
べてのフロアが見えるビューを一つ
作成し、それらをまとめて選択し、すべ
てのフロアの厚みを同時に変更する
だけです」と Huibは説明します。 

彼はさらに「スティフナー端が外板
やタンクトップを参照するフロアース
ティフナーにも同じことが当てはまり
ます。フォロアーをモデリングして、船
の他の領域にコピーし、それを調整す
ることができます。」と述べています。 

Huib は、船体中央部の建造計画
とすべての図面が完成しクラスの承
認に向けて送信する準備ができたと
き、タンクトップの高さを高くするリク
エストを受け取ったことを思い出し
ます。 

「CADMATIC ソフトウェア
の利点は、思い通りに作業
できることです。 最適に機
能するための厳密な作業
順序はありません。」
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Hanse ECO の CADMATIC 3D モデル画像。 この船は、ヨーロッパの短期貨物の輸送に特化した設計
です。

「CADMATICでは、外板のプロフ
ァイルの変更や図面など、モデル全
体を1日で変更して修正することがで
きました。」彼は「手作業や特定のビ
ューで行う必要があることも当然あ
りましたが、仕事の主要部分は比較
的短時間で完了しました」と付け加え
ました。

エンジニアリングの範囲に応じて異な
る設計アプローチ
Groot Ship Design は、基本エンジニ
アリングのみを必要とするプロジェク

トには、基本エンジニアリングと詳細
エンジニアリングの両方を必要とす
るプロジェクトとは少し異なる方法で
アプローチします。 

基本エンジニアリングのみを必要
とするプロジェクトでは、通常、船を 6 
つの部分に分割します；船首部、船尾
部、上部構造に加え、中央部の、二重
底部と 2 つの船側部。

Huib 氏によると、船体中央部から
始める場合、このアプローチの利点
は、1 人のエンジニアが二重底を、も
う1 人が船側部を実行できることで

す。その後、船側部をミラーリングして
完全なミッドシップ モデルにすること
ができます。その後、別のセクション
が作成され、図面が作成されます。こ
れにより、何らかの理由で最終的に詳
細なエンジニアリングが必要になっ
た場合でも、後で図面断面で表示断
面を変更して、建造完成図書を作成す
ることができます。

「船首部、船尾部、上部構造は頻
繁に非常に異なるため、それぞれの
部分に 1 人のエンジニアを配置しま
す。これにより、エンジニアはセクショ
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低いCO2排出量で航行することを可
能にします。

「すべての新しい技術を統合し、
同時に実際の建造船の断面図を準備
するには、熟練したエンジニアまたは
造船技師と、彼らが使用するソフトウ
ェアの、両方からの柔軟性が必要で
す。私たちは CADMATIC のこれらの
機能に非常に感謝しています。主要

ンを頻繁に切り替える必要がなくな
り、小さなモデルをすばやくロードで
きます。ロード時間は妥当ですが、作
業は同じモデルで行われるため、頻
繁にロードする必要はありません」と 
Huib 氏は言います。 

詳細なエンジニアリングも必
要であることがわかっている場合
は、Groot Ship Designがセクション
に基づいた設計作業を開始します。 
1 つのセクションが詳細にモデル化
され、船尾から前方にコピーされて、
船体中央部全体が作成されます。こ
れは、後になっても詳細を忘れないこ
とを意味します。 離れたセクションの
図面も同様の考え方で、クラス承認の
ための工事計画書を作成することが
できます。 

CADMATIC の柔軟性は、これらの
さまざまなアプローチを促進する上
でのキーファクターです。

「CADMATIC ソフトウェアの利点
は、思い通りに作業できることです。 
最適に機能するための厳密な作業順
序はありません。」

下請け業者への設計作業の分配
Groot Ship Design は、CADMATIC 分
散設計システムを使用して、エンジニ
アリングを下請け業者に配布してい
ます。オランダ北部では、システムや
エンジンルームの下請け業者がエン
ジニアリングも行うのが一般的です。 

「すべての関係者が単一のエン
ジニアリング モデルで協力し、コミュ
ニケーションするのは簡単です。造船
所は状況を確認でき、システムや配
管を担当する下請け業者は配管の施
工状況を確認して配管貫通部を要求
することができ、船体構造を担当する
会社も機器との干渉をチェックし予
測することができます。さまざまな場
所、さらにはさまざまな国からの協
業でも、問題なく調整できます」とJan 
Willemは言います。

一例として、ヤン・ウィレムは、ヨー
ロッパで短期貨物を運ぶために特別
に設計された多目的船であるRHAS
の進行中のHanse ECOプロジェクト
を指摘しています。特に船体形状と船
首部分が目を引きます。 船舶のハイ
ブリッド推進システムは、可能な限り

機器と主要ルーティングを含む構造
モデルは、当社のエンジニアによって
完成されました。これにより、船舶内
のすべての (狭い) スペースを最適に
配置できます。これらすべての部品の
統合はうまく機能し、建造スケジュー
ルは、よく維持されています。 5 隻の
シリーズの最初の船は 2021 年 5 月 
15 日に進水しました。」

GROOT CROSS-BOW®

 Groot Cross-Bow® と船首楼の配置設計の概念は既に多数
の船舶に採用され、３０隻が既に運航しており、さらに多数
が建造中です。
概念設計のベースは、最小必要推進力を低減するために、
波を鋭く切り裂くというものであり、必要エンジン出力を低
減することによって、燃料消費量とCO2放出量を低減します。
Groot Cross-Bow® は、従来型船首で発生していた強烈な炎
のような波の発生を抑えることで、乗り心地も改善し、カーゴ
ダメージも低減します。
荒天時には、Groot Cross-Bow® が、垂直加速度をどれほど
低下させるかが、特に顕著です。
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3D データと統合計画の 
リンク 
造船所の工数を少なくとも 15% 削減
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データ駆動型造船と業務
のデジタル変革は、造船
所に大幅な効率向上を
達成する機会を提供しま
す。Shipyard4.0の調査に
よると、運用の非効率性
の原因の 1 つは、エンジ
ニアリングと設計、計画、
生産の実行との間に存在
する情報フローのギャッ
プにあることがわかって
います。
この情報の流れのギャップは、3D デ
ータを統合計画アプローチとリンク
することで埋めることができます。ギ
ャップを埋めることで、エンジニアリ
ング、サプライ チェーン、生産全体に
わたる最新の統合された正しいデー
タに基づいて建造戦略が最適化され
て、ワークショップの時間を少なくと
も 15% 削減できます。

情報フローのギャップ – プロジェクト
の認識と工場現場の現実
組織は、トップから中間管理者、さら
には製造現場に至るまで、さまざまな
組織レベル間の情報フローのギャッ
プに悩まされることがよくあります。
組織の全体的な効率は、情報の流れ
をいかにうまく管理し、ギャップをど
れだけうまく解消できるかに大きく依
存しています。古い諺にあるように、
チェーンの強さはその最も弱い輪っ
かに依存します。

最も成功している組織の特徴は、
最新かつ正確な情報の流れに基づ
いた、すべての組織レベルでの健全
な状況認識と、プロジェクトのステー
タスを細部に至るまで共通に理解し
ていることです。

この点では、造船所も例外ではあ
りません。 多くの造船所で、上級管理
職レベルの幹部がプロジェクトの進
捗状況を評価する方法と、工場の作
業場レベルで起こっていることとの間
にミスマッチがあることが注目され
ます。より高い管理レベルは、主にプ
ロジェクトの範囲、スケジュール、およ

15



生産ワークショップの時間を少
なくとも 15% 削減する方法  
•	 最適化された建造戦略を実行します
•	 タスクの進行と完了の予測可能性を高め

ます
•	 計画の統合: 設計から生産までの計画と、

運用管理から生産までの計画を統合しま
す

•	 すべての洞察、優先順位、パフォーマンス
追跡、およびタスク準備を提供することで
単一のプラットフォームで運用管理します

ておらず、必要な洞察と提供される情
報の間にギャップが生じます。このギャ
ップは、造船所全体の生産と効率に悪
影響を及ぼします。解決策は、デジタル
化とデータ駆動型造船ソリューション
のフルパワーを活用する、統合化され
自動化された計画と制御のアプローチ
を実現することにあります。

必要な洞察と提供される情報の間
の情報フローのギャップを埋める
CADMATIC Floorganiseソリューション
CADMATIC Floorganise MES は、この
記事で説明されている情報フローの

ため、どの活動をいつ、どのような順
序で、どのリソースを使用する必要が
あるかについてのガイダンスを提供
する必要があります。

船舶の建造計画と管理プロセス
を強化するには、これらの情報ニー
ズに対処することが重要です。この点
で重要な成功要因は、情報に含まれ
る詳細情報のレベルです。情報が仕
事/人/日のレベルまで掘り下げるこ
とができれば、進捗状況の監視、信頼
性、適時性、予測可能性が大幅に向上
します。

造船所のシステムは通常、これら
の情報ニーズに部分的にしか対応し

び予算に関心があり、それらをより高
いレベルの目標に合わせようとしま
す。彼らは、責任の割り当てと、プロジ
ェクトを実行するための下位部門の
機能を確保することに重点を置いて
います。一方、工場の現場では、毎日
のタスク、つまり、何を、誰が、いつ、ど
のような順序で行うかに焦点が当て
られます。

工場現場では、特に、同時並行プ
ロセス、関連する部品・部材の納入状
況、時々刻々起きる問題や変更管理
の承認、ペンディングアイテムの影響
評価、運用効率に対する考えられるリ
スクについての洞察が必要です。この

「造船所のシステムは情報ニーズに部
分的にしか対応しておらず、必要な洞
察と提供される情報との間にギャップ
が生じます。」
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ホワイト ペーパーのダウンロード – 
強化されたデータ駆動型造船の生産
計画と管理  

管理体制と計画プロセス: 戦術的作戦上の目標と計画の間のギャップ

ギャップを埋めるために設計されま
した。これは、完全な製品ライフサイ
クルのためのデジタルツインを産み
出すeShare プラットフォームのすべ
ての利点とFloorganise の計画＆生
産管理を組み合わせたものです。エ
ンジニアリング データ、3D モデル、
利用可能な IT システム (ERP、勤怠管
理、プロジェクト計画ソフトウェアな
ど) の自動化と統合化により、造船プ
ロジェクトの計画管理プロセスを強
化します。

CADMATIC Floorganise は、作業
準備者がすべての重要な要素の最新
の洞察とステータスを取得できるよ
うにすることで、問題、遅延、または失
敗のコストなしで、効率的に活動を実
行できます。

計画、生産、エンジニアリング部
門、さらにはサプライ チェーンでさ
え、CADMATIC eShare プラットフォ
ームと計画＆生産管理データで、同
じ 3D モデルを使用できます。これに

より、実際の 3D モデル上でより深く、
より予測可能で詳細な計画を並行し
て作成できるようになり、プロジェク
トと造船所の両方の状況に基づいて
最適化された建造戦略に従うプロセ
スが実現します。

下級管理職の役目

中間管理職の役目

執行役員の役目

監査取締役の役目 企業理念を提起

　戦略
目的と計画

　戦術
目的と計画

　実行可能
　目的と計画

ギャップ

誰 
が

何 
を

行動指針

会社方針を提起

戦略と実現可能性を調整

日々の実施項目を管理
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Balenciaga –造船業100 
年の卓越性
CNCマシン用の、CADMATIC Hullと Outfittingソ
フトウェアのカスタマイズ
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造船所の発展の中で、船体設計と艤
装設計で CADMATIC ソフトウェアの
使用を確立しています。

バレンシアガは、ヤード能力を増
強するために、近年多額の投資を行
ってきました。新たに走行クレーンを
設置し、新造船台に新造船を建造で
きるスペースを設け、船舶の並行建
造を可能にしました。2021 年には、
船体設計と艤装設計を強化するため
に、バレンシアガにCADMATIC ソフト
ウェアが導入されました。バレンシア
ガは、CADMATIC eBrowser デザイン 
レビュー ツールのサイトライセンス

も所有しており、ユーザー数に制限は
ありません。この造船所では、エンジ
ニアリング部門のプロジェクト レビュ
ーや現場の職長によるプロジェクトレ
ビューに使用されています。

バレンシアガの Alberto Vall 氏に
よると、造船所は CADMATIC を造船
所の標準の船舶設計ソフトウェアとし
て統合する過程にあります。

CNCマシンのソフトウェアカスタマイ
ズ
 ソフトウェア導入の一環とし
て、CADMATIC ソフトウェア開発チー

ムはプロファイル切断ロボット用のポ
ストプロセッサを提供し、CADMATIC 
でカスタマイズされた情報をロボッ
トに提供する機能を作成しました。

マシンは長年使用されて来たた
め、ドキュメントは利用できなくな
っていました。調査の結果、チーム
は CNC マシンに必要な入力を特定
し、それに応じてカスタマイズされた 
CADMATIC 出力を作成することがで
きました。

「ソフトウェア開発における 
CADMATIC チームの協力は非常に
優れており、迅速に開発できました」

バレンシアガ造船所
は、1921 年にスペイン
北部のバスク地方の
一部であるスマイアの
ウロラ川のほとりに設
立され、100 年の歴史の中でビスケー湾に 370隻以上の
船を進水させてきました。バレンシアガは 100 周年を迎
え、CADMATIC ソフトウェアで設計された最初の船を建造
しています。これは、2022 年までに Østensjø Rederi に納
入される 2 つの SOV のうちの 1 つです。
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ンデミック中に行われたため、ほとん
どのトレーニングとサービスはリモ
ートで提供されました。

.

CADMATICで設計された84mのサー
ビスオペレーション船
バレンシアガは現在、CADMATIC を
使用して設計された最初の船を建造
しています。これは、洋上風力タービ
ンの試運転やメンテナンス作業を行
う風力タービン技術者を収容および
サポートするサービス オペレーショ
ン船です。

船の3D基本モデルは下請け業者
から提供され、その後、バレンシアガ
は CADMATIC Hull を使用して生産

と Alberto 氏は言います。
CADMATIC シニア セールス マネ

ージャーである Verónica Alonso de 
los Rios 氏は、顧客のニーズに合わ
せてソフトウェアをカスタマイズする 
CADMATIC の能力は高く評価されて
いると述べています。

「私たちは、クライアントと協力し
てソフトウェアを開発し、必要に応じ
て特別なインターフェースやカスタ
マイズを作成してきた長い歴史があ
ります。 彼らは、私たちが柔軟で実装
に適応できるという事実だけでなく、
造船全般について深い知識を持って
いるという事実も高く評価していま
す」とベロニカは言います。

ソフトウェアの導入はコロナのパ

情報を追加し、建造戦略を作成し、
造船所の手順に従って船舶を建造
するために必要な出力を生成しま
した。 また造船所は 50mm 未満の
配管も行いました。

Alberto はプロジェクトの進捗に
満足しています。

「プロジェクトは非常に順調に
進んでおり、2022年の予定納期に
間に合うことを望んでいます。」

船舶には、温室効果ガス排出量
を少なくとも30％削減する技術が
装備されており、水素推進技術はゼ
ロエミッション運転への道を切り開
きます。

バレンシアガの制作チーム (左) と CADMATIC ソフトウェア実装チームのメンバー, Verónica Alonso de los Rios (中央), Juan Prieto, Chinmay Ambegaonkar.
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「私たちは、CADMATIC を  
Balenciaga の標準的な船舶設計ソ
フトウェアとして統合するプロセスを
開始しました。」

Østensjø Rederi 向けにバレンシアガで建造中のサービスオペレーション船
の CADMATIC 3D モデル。 

Service Operation 
Vessel particulars
•	 LOA: 83.40 m
•	 Lpp: 71.65 m
•	 Breadth: 18.60 m
•	 Depth to Freeboard Deck: 7.20 m
•	 Accommodation: 60
•	 Speed: 10.00 kn
•	 Salt Ship Design: SALT0358
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大連海事大学 (DMU) の 
Linfang Su に連絡を取っ
たとき、彼女はCAD設計＆
建造コースの教科書の発
行準備で忙しくしていまし
た。彼女がオランダに来
て、このコース作成のアイ
デアを紹介したのは 2014 
年のことでした。彼女の目
の輝きとプロジェクトへの
興奮を今でも覚えていま
す。これが、CADMATIC と
大学の間の、長く実りある
協力の始まりでした。

Linfang Su は、海事技術海洋工
学部の副教授を務めています。彼女
は大学と海洋産業のさまざまな企業
との関係構築に積極的に取り組んで
います。彼女の目標は、コースを構築
するための、より多くのリソースを取
得し、学生により多くの機会を提供す
ることです。2019 年、CADMATIC と 
DMU の協力は、中国のトップ 100 の
研究の 1 つとしてリストアップされ、
中国高等教育協会から認められまし
た。

私は Linfang Su との最近のイン
タビューで、私たちの 2 つの組織間
の長年にわたる建設的な協力につい
て彼女と一緒に考えました。

Jiawen: 「2020年は誰にとっても
困難な年でした。 私はあなたのコー
スのCAD設計＆建造が多くの肯定的

なフィードバックを受け取ったことを
嬉しく思います。 コースを簡単に紹介
してもらえますか？」

Linfang: 「確かに去年は大変でし
たね。 大学や様々な企業の支援によ
り、CAD設計＆建造コースが開始さ
れました。 それは私たちの成果です。
このコースは、大学と「造船とオフシ
ョア」プログラムの両方で高く評価さ
れています。講座内容と実船プロジェ
クトを組み合わせ、大学や企業のメリ
ットを活かした教育のデジタルトラン
スフォーメーションの実現を目指して
います。コースは32時間あり、2ヶ月続
きます。 学生が船体設計と艤装設計
で CADMATIC Ma-rine Software を
使用するための 6 時間が予定され
ています。私の他に、ハルビン工科大
学、大連海事大学、大連工科大学の 5 

人の先生が、海洋設計、海洋工学、情
報工学の専門知識をコースに取り入
れています。このコースは年に 2 回開
講され、これまでに 1000 人以上の学
生が応募しています。」

Jiawen: 「あなたは、コースの 6 時
間がソフトウェアの使用に割り当てら
れていると言いました。 理論と実践を
組み合わせると、どのような利点があ
りますか?」

Linfang: 「海洋産業のトレンドに
対応するには、さまざまな業界の複
数の分野を統合する必要がありま
す。 したがって、このコースが多才な
海洋専門家を輩出するニーズを満
たすことを願っています。CADMATIC 
Marine Design Software は、中国で
好評を博しています。 その強力な機
能は、海洋業界の多くの企業から推

中国・大連海事大学との連携が
実を結ぶ 
CADMATIC マーケティング コミュニケーション スペシャリストの 
Jiawen Zhang が大連海事大学の Linfang Su にインタビュー
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奨されています。実際の 3D 環境で船
の設計を体験する機会は、理論と実
践の間のシームレスな統合を可能に
します。学生は、複雑なエンジニアリ
ングの問題をより解決できるようにな
り、将来のインターンシップや専門家
としてのキャリアに役立ちます。

Jiawen: 「多才な海洋専門家に
ついて言えば、大連海事大学は学
生が設計機関や造船所でインター
ンシップを行うことを奨励し、支援し
ていることを知っています。ここで大
学と企業との連携が大きな役割を
果たすことは間違いありません。 今
回、CADMATIC は中国のトップ 100
事例の 1 つとしてリストアップされま
した。この協力は高等教育にどのよう
な価値をもたらすと思いますか?」

Linfang: 「まず、CADMATIC の高

等教育への貢献に非常に感謝してい
ます。 実際、私たちの協力モードは、
代表的な事例研究と見なすことがで
きます。CADMATIC から無償のソフ
トウェア ライセンスを受け取り、共
同の船舶設計ラボを設立しました。
私たちの協力は実を結び続けてい
ます。コースを通じてより多くの学生
と成功を共有しており、CADMATIC 
3D 設計を積極的に推進していま
す。それは簡単なことではありませ
んでしたが、私たちは決してあきら
めませんでした。現在、CADMATIC 
の他に、SDARI、Shanghai 
Respect、Wuhan Design and 
Research Institute などの企業とも協
力協定を締結しています。企業に私た
ちと一緒にコースを開発してもらい、
優秀な学生を、より多くの知識と経験

を積ませるため、企業に派遣していま
す。学生たちが理想の仕事のオファー
を受けるのを見ると、とても幸せを感
じます。生徒が波なら、私たちの協力
は風です。」

Jiawen: 「言い得て妙です！ コー
スはさらに改善されると聞いていま
す。 詳細を明らかにしていただけま
すか？」

Linfang: 「コンテンツを追加する
必要があります。 私たちはデジタル
革命を経験しており、造船と情報科学
の両方が変革を遂げています。造船
所と設計機関は流れに乗っており、
教育もそれに続くべきです。コースの
助けを借りて、最先端のCAD造船技
術を学生にもたらすことを望んでい
ます。」

大連海事大学について
大連海事大学は、中華人民共和国運輸省傘
下の海事機関です。 1960 年には国の重点
大学に指定されました。大学は 21 の教育
および研究ユニットで構成され、50 の学部
プログラムがあり、14 の分野で専門の修士
号を授与しています。大学は「プロジェクト
211」機関の1つに指定されています。 この
プロジェクトで選ばれたのは、中国全土の
大学の約 6% だけです。

Jiawen Zhang (左) と Linfang Su (右)、Admiral Makarov 
National University of Shipbuilding の Olga Dvirnaya (
中央)。 
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データ駆動型造船に強い
関心を示す韓国の造船所

近年の韓国市場におけるCADMATIC
のプレゼンスの高まりは実を結んで
います。  CADMATIC の長年のパート
ナーである MTI Corporationに加え、
強化された販売および現地のテクニ
カル サポート リソースは、CADMATIC 
のデータ駆動型造船ソリューションへ
の関心を高める鍵となっています。  
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Seongman Yu と JH Song は、韓国
の CADMATIC チームの 2 人の主要
メンバーです。 Seongman は 2019 
年 9 月から同国の CADMATIC セー
ルス マネージャーを務め、JH Song 
は 2019 年 11 月にテクニカル マ
ネージャーに就任しました。彼ら
は、CADMATIC の Mehryar Delalat 
(新規事業開発担当ディレクター) 
と、20 年以上 CADMATIC のパートナ
ーである船舶設計システム会社であ
る MTI Corporation によってサポー
トされています。MTI は、CADMATIC 
ソフトウェアの豊富な経験と韓国造
船に関する深い知識により、パート
ナーシップに大きな価値をもたらし
ます。  

Seongman氏によると、有名な韓
国の造船所はデジタル トランスフォ
ーメーションとデータ駆動型造船ソ
リューションを探しています。彼は、彼
らは設計システムの将来の競争力を
確保するために、常に新しい設計シ
ステムを検討していると付け加えて
います。

「デジタル トランスフォーメーシ

ョンは、AI、デジタル ツイン、バーチ
ャル シップ コンセプトとともに、韓国
の造船顧客が次世代の設計システム
のために追求している主要なトレン
ドです。彼らは、当社のデータ駆動型
コンセプトと関連ソリューションに強
い関心を示しています。私たちは今
日の課題に対応するソリューション
を提供しますが、将来の課題にも対
応することに重点を置いています」と
Seongman氏は言います。

HHI との MOU は注目すべきサクセス 
ストーリー
韓国の CADMATIC チームが達成し
た注目すべき成功事例は、2020 年 4 
月に現代重工業 (HHI) と MOU を締
結し、CADMATIC がHHIの次世代設
計システムの候補の 1 つに選ばれた
ことです。

「HHIと一緒に、ロードマップに基
づいて、造船プロセスを可能な限りデ
ジタル化するという彼らの目標を実
現するために取り組んでいます。私た
ちの情報管理ソリューションは、この
開発の重要な部分であり、3D プロジ

ェクトのすべての関連データを 1 つ
のポイント、つまり真実の単一のソー
スに集めることでユーザーに力を与
えます。」

Seongman は、HHI、DSME、HMD
、HSHI、Daehan、Daesun、Sungdong
、SHI、STX、Gangnam などのほとんど
の主要な韓国の造船会社と良好な関
係を築いていることを示しています。
大韓造船、大善造船、城東造船など
の中規模造船会社も、CADMATIC の
次世代設計システムに関心を示して
います。 

船舶設計および造船会社に加え
て、CADMATIC は、CADMATIC ソフト
ウェアおよびソリューションを導入す
るために、韓国の大学および教育機
関と協議中です。

「コロナのパンデミックの間でも、
韓国のCADMATICチームは地元の造
船市場の利害関係者と積極的につな
がり続けてきました。私たちの努力が
実を結び、CADMATIC は現在韓国で
有名なブランドであり、成長の見通し
は良好です」と Mehryar Delalat 氏は
述べています。

25



風力でゼロエミッションの海
上交通を 
文:  Antti Yrjänäinen

©Norsepower Oy Ltd 2020

ますます厳しくなる環境規制と燃料費の削減圧力によ
り、風力は船舶の輸送エネルギーとして魅力的な選択
肢となっています。多くの帆のアプリケーションが開発
されていますが、真のブレークスルーは達成されていま
せん。不確実性が疑問視され、風力による推進力の再登
場は遅れています。しかし、設備設置による明らかな燃
費の改善は有りました。 排出量削減目標により、海運に
おける風力発電など、環境に優しい新しい技術の開発と
適用が強制されています。 
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風力の活用  

手段  推進力  発電  

タイプ  柔らかな帆  翼型セール ローター帆  凧  軸流ター
ビン  

ラジアルタ
ービン  

応用 伝統的な帆  硬い帆、翼の
輪郭  

フレットナー
ローター  

曳凧システム  風車  サボニウス
風車  

表 1. 風力を船内で利用できるさまざまな方法 

船の推進力としての風
地球に届く日射エネルギーのう
ち、2~3%は風に放出されます。 それ
は、自由に利用できる完全に純粋で
汚染されていないエネルギーです。タ
ービンやエンジンで動く機関船の時
代以前は、輸送は風力で行われてい
ました。100年前、現役で就航した最
後の帆船は、オーストラリアからヨー
ロッパへの航海時に最大 17 ノットの
最高速度に達しました。これは、現代
のばら積み貨物船では到達できない
速度です。

同時に世界最大かつ最速の帆船
は、ヨット レースで 11 ノットを超える
速度に達しました。貨物輸送では、帆
の推進力は放棄されましたが、レース
用帆船は高度な翼帆と軽量構造技術
を利用して目覚ましい発展を遂げま

した。現在、最も極端な例では50 ノッ
トを超える最高速度にまで到達しま
す。船での風力利用の開発は 100 年
もの間忘れられていましたが、風力へ
の関心が復活しました。 

今日、消費者は環境問題を認識し
ており、世界的な大規模なサプライヤ
ーに対してでさえ、輸送チェーン全体
で環境に配慮した活動を要求してい
ます。この全世界的な姿勢は、IMO (国
際海事機関) の目標である 2050 年ま
でに海洋の排出量を半減することで
具体化されました。それは、海事産業
全体の考え方に非常に強く影響して
います。 オペレーターは、推進力発電
のためのゼロエミッションソリューシ
ョンを探しています。このニーズは、風
力エネルギーベースの機器の開発者
によって満たされます。

風力の普及条件 
物流チェーンは、正確にスケジュール
された輸送効率に基づいています。 
機関船では、気象条件によって何らか
の課題が生じる場合はありますが、
計画された輸送効率の達成は容易で
す。帆船は、良好な気象条件に完全に
依存しています。完全に帆を動力とす
る推進力の代わりに、風力補助推進
力により、スケジュールを守ることが
できます。ハイブリッド ソリューション
により、燃料消費量を大幅に削減し、
排出量も大幅に削減できます。実際、
このようなハイブリッド ソリューション
は、船舶輸送のサービス レベルを低
下させることなく、年間約 10% の燃
料節約 (CO2 排出量削減に相当) を
費用対効果の高い方法で、検証するこ
とができました。
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図 1. 37,000 Dwt の風力を利用したハンディサイ
ズばら積み貨物船の概念設計 

スケジュール要件に関する柔軟性
を導入できれば、節約はさらに大きく
なる可能性があります。極言すれば、
すべての推進力に風力を使える可能
性があります。これは、蒸気船や機関
船の時代の前と同じです。 

風力推進の普及と拡がりに対する
最も重要な障壁は、主に、さまざまな
不確実性に関連します。1 つは燃料の
価格、つまり返済が必要な予想費用
です。特に、燃料の低価格とその予期
せぬ変動のため、風力推進採用への
関心が薄れます。 

提案された技術が、船舶とその運
用形態に本当に適しているかどうか
は、よく疑問視されます。また、デバイ
スの使いやすさはどのようなもので、
安全率にどのように影響するのか? こ
れらの技術的事項は、すべての新し
いパイロット設備の蓄積された情報
によって検証され、改善することがで
きます。最終的に、投資家は、財務的
に健全な投資のために「実証済みの
設計」を必要とします。 提案された設
備の実現可能性は、船舶の運用と環
境状況に基づいて慎重に分析および
評価する必要があります。 

風力エネルギーソリューション 
伝統的には船の推進力には風が直
接使われてきました。 風を利用して
タービンを回して発電することもで
きます。 

しかし、組み合わせたとしても、
そのような装置の寸法、重心の高
さ、および船の動きのために、推進
モーターに必要な電力を生成する
ことはできません。 

船舶での風力発電の使用を研
究または開発しているプロジェクト
は、世界中に 30 以上あります。これ
らのプロジェクトは主に研究機関に
よって実施されていますが、一部の
営利団体によっても実施されてい
ます。それらの多くは、技術の成熟
度が非常に低いです。これまでのと
ころ、帆船から派生した帆走ソリュ
ーション以外に、市販されている製
品はほとんどありません。1 つの例
外は、Norsepower のローター セイ
ルです。クラスターの活動に基づい
て、新しいソリューションが今後数
年間で市場に投入されます。

船級協会もそのような活動を続
けてきました。最も進んだ船級協会
は、さまざまなタイプの風力補助用

途向けの風力補助推進装置の分類
に関する、それぞれの表記法を含む
ガイドラインと規則を、すでに公開し
ています。

メリットの評価 
環境に優しい技術は社会に利益をも
たらします。しかしながら風力発電設
備は、船の性能のレベルを低下させ
ることなく、船主にとって商業的に実
行可能な投資である必要もあります。
投資の回収期間を評価する必要があ
ります。 これは、風力発電に取って代
わられる燃料の価格に大きく依存し
ています。残念ながら、燃料価格の変
動は大きく、将来の価格レベルを確
実に予測することは困難です。変動す
るバンカー価格と比べれば、風力は
より安定した見通しを提供しますが、
個々の航海に関連する不確実性があ
ります。 

ほとんどの風力発電装置は、現
在、開発の非常に初期の段階にあり
ます。さまざまなタイプの機器の製
品化と連続生産は、新しい機会を生
み出し、価格競争力をさらに向上さ
せます。 

現状の燃料費レベルでは、機器

「セイルベースまたはセ
イルアシストによる推進
は、カーボンニュートラル
な輸送を実現する方法の1 
つです。」
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図 2. Ro-Ro 船に取り付けられたローター セイル 

の回収時間は妥当であることが証明
されていますが、燃料価格が高くな
れば、設備の価値は向上します。ただ
し、船の特性に加えて、船の運用形態
と運航航路の風の状態に基づいて、
各ケースを個別に評価する必要があ
ります。

未来への想い
風力だけで船の推進力を生み出す
と、現在の船の概念全体のパラダイ
ムが変わります。営業費用の最大の
単一要素、つまり燃料費が無くなりま
す。一方で、輸送パフォーマンスが低
下するにつれて、速度を犠牲にする
ことで資本コストの重要性が高まり
ます。最大の利益を達成することは、
船全体の概念とその特性に影響を与
えます。 

以上のことを踏まえて、さらに考
えを進めることができます。 船が無
人化されれば、人件費という別の大
きな運営費がなくなるでしょう。同時
に、船内での生活に関連するすべて
の施設やシステム、および船の個人
的な安全装備が不要になり、設備投
資の削減に貢献します。その代わり
に、船には、太陽電池、バッテリー、お
よび港湾運用および時折穏やかな天
候のための電気スラスターが装備さ
れます。この哲学に基づいて、フィン
ランドのエンジニアリング & コンサ

ルティング会社 Elomatic によって、帆
船の概念設計が開発されました (図 
1 を参照)。

安定性を確保するために、船はカ
タマランタイプです。両方の船体は管
状で二重船体で、内側の 2 番目の船
体が貨物スペースを形成しています。
船首部と船尾部は流線型の設計で航
海性に優れています。デッキと帆は、
太陽電池のプラットフォームとして機
能します。 これは未来的なコンセプト
研究であり、新しいアイデアやソリュ
ーションをテストして評価するために
重要です。アイデアをテストし、その実
現可能性を計算することにより、これ
らの今ではユートピア的な概念は、
私たちの海の主力製品、排出物のな
い輸送手段へと段階的に洗練されま
す。この分野の開発は急速ですが、実
際の商用設備が普及するには非常に
時間がかかるようです。 提案された
排出削減目標の達成には、より迅速
な開発が必要です。

セイルベースまたはセイルアシス
トによる推進は、カーボンニュートラ
ルな輸送を実現する 1 つの方法で
す。 さまざまなセイル ソリューション
が、推進力の一部を生み出す費用対
効果の高い方法になっています。この
シェアは将来的に増加する可能性が
あり、場合によっては、少なくとも一部
の船にとっては間違いなく風力が再

び主要な推進力になるでしょう。 
すべての新しいセイルアシスト推

進装置は、一般的な風力支援推進へ
の道を開きます。より多くのデータが
収集され、さまざまな海や風の条件
でそのようなデバイスの使用に関す
る知識が得られるほど、その利点をよ
り適切に評価および検証できます。
技術上の障壁は、研究、開発、および
テストによって克服できます。 

この純粋なエネルギーをより広
く利用するための重要な要素は、経
済競争力です。今日のソリューション
の中には、5 年未満で船主に投資収
益をもたらし、同時に CO2 排出量を 
10% 削減したものもあります。バン
カー価格が上昇傾向にあり、海洋の 
CO2 排出量が、欧州排出量取引制度 
(ETS) などの炭素税制度または炭素
排出量取引の一部である場合、セイ
ルアシスト推進システムのサプライ
ヤーにとって有利な市場になります。
これは、船主が燃料費を削減するの
にも役立ちます。

Antti Yrjänäinen (海事技師博士
号) は、CADMATIC の親会社である 
Elomatic Ltd で営業およびプロジェク
ト マネージャーを務めています。 こ
の記事は、2020 年 2 月にトップ エン
ジニア誌に初めて掲載されました。

©Norsepower Oy Ltd 2020
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MULTI.engineering の 20 年以
上にわたる CADMATIC による
優れた設計
2021年、MULTI.engineering（マルチ）
は25周年を迎えます。 20 年以上の 
CADMATIC ユーザーです。同社の本社
は、Antwerpの南にあるScheldt川のほと
り、Temseの旧Boelwerfのルーツの近く
にあります。マルチの他のオフィスはオラ
ンダとスロバキアにあります。

Multi は、主に海事およびオフショア セクターのプロジェ
クトで CADMATIC ソフトウェアを利用していますが、場合
によっては工業プロジェクトでも利用します。そのサービ
スは、コンセプト設計からエンジニアリングの詳細設計ま
で多岐にわたりますが、海事資産の建造および試運転中
は、エンジニアまたは検査官による現場でのサポートも
提供します。エンジニアリングの面では、マルチは、船舶建
造、船殻構造、艤装、機械設計など、さまざまな分野をカバ
ーしています。他の分野については、パートナーがマルチ
のクライアントに完全なサポートを提供できることを保証
します。
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レーザースキャンした点群をオーバーレイとして使用し、最終結果をインストールした CADMATIC 3D モデル 

「私たちのクライアントは、ヨット
の建造、作業船、オフショアで、新規
建造、メンテおよび/または改造の両
方で積極的です。“エンジニア無けれ
ば、未来無し”という信条に加えて、約
束は非常に重要な原則です。つまり、
プロジェクトを成功させるために推
進されるチームです。それが、MULTI.
engineering のすべてです。」と、マ
ルチ デザイン & エンジニアリング 
マネージャー (海事 & オフショア) の
Dieter Hoeterickxは言います。

CADMATIC は、Multi の主要な 
CAD ソフトウェア ツールであり、さま
ざまなタイプのプロジェクトやプロジ
ェクトステージで使用されます。

「新造プロジェクトの場合、基本
エンジニアリングと詳細エンジニア
リングの間に CADMATIC を使用し、
クライアントが 3Dで進行状況を追跡
し、計算ソフトウェアにデータ出力で
きるようにします。詳細エンジニアリ
ング パッケージでは、船体、外板、鉄
艤のすべての鋼材製品の完全な生産
パッケージをヤードに提供します。同

じことがすべての配管作業にも当て
はまります。可能な場合はCADMATIC  
Diagramを使用して、より合理化され
た詳細なエンジニアリング プロセス
を実現し、クライアントの期待に沿っ
た完全な生産パッケージを提供しま
す。」

3D スキャンを使ったレトロフィットプ
ロジェクト
Multi は、改造プロジェクトの新しい
領域の基本エンジニアリングと詳細
エンジニアリングに CADMATIC の
使用を開始しました。これにより、ク
ライアントは進捗状況を確認し、エン
ジニアリングに費やす時間を短縮で
きます。

商用船の BWTS、SCR、スクラバー
の設置のための改造を行います。 ヨ
ット改造では、船体延長、技術スペー
スのアップグレード、または新しいヘ
リデッキやシステムの設置などに関
連しています。

「私たちは、改造プロジェクトで 
3D スキャンを使用して点群を取得

し、エンジニアリング中にオーバーレイ
として使用したり、既存の配管と新しい
配管の経路を変更するための配置検
討作業に使用したりすることがよくあり
ます」とDieter氏は言います。

メガ ヨット プロジェクトの効率を向上さ
せるElectricalモジュール
Dieter氏は、Multi も新しい CADMATIC 
Electrical モジュールの使用を開始し
たと述べています。

「私たちは、エンジニアリング プ
ロセス全体の効率を高め、CADMATIC 
3D モデルの使用を最大化するため
に、メガ ヨットのケーブル配線用途で
CADMATIC Electricalを使った、いくつ
かのパイロット プロジェクトを実行し
ました。」

彼は、Multi は現在、他のプロジェ
クトでElectricalモジュールを使用する
ために別のクライアントと交渉してお
り、新しいツールを使用して長方形の
HVAC ダクトの製作図を作成すること
を検討していると付け加えています。
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造船には、何世紀にもわたる豊かな歴史があります。伝統的に、そ
れは多くの知性と科学を必要とする産業と考えられています。船舶
の設計には、安定性、船型、構造強度、エンジン、機器、材料強度な
どに関する幅広い知識が必要です。

造船を促進するデータ  
データ主導の造船における CAD/CAM の役割
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文: Ludmila Seppälä

造船技師による設計上の決定に役立
ちます。規則とベストプラクティスが 
CAD/CAM システムに組み込まれて
おり、信頼できる知識の保存機能とし
て役立ちます。仕様書主導の機能の
始まりは CAD/CAMシステムの起源
にまで遡るため、このプロセスは目新
しいものではありません。しかし、ビッ
グ データを使用するためのニューラ
ル ネットワークやアルゴリズムなど
の新しいテクノロジーによって、新し
い可能性が開かれました。

確かに造船では、そこから抽出さ
れた3Dモデルと関連ドキュメントが
土台を構成しています。しかし、これ
だけでは、造船所の全てのプロセス
はカバーできません。その結果、設計
データと、造船所の運用を管理する
ためのPLM/PDM/ERPの間に、機能上
のギャップが生じました。

デジタルツインは船舶情報モデルの
ハブ
現代の CAD ソリューションの一般的
な傾向は、3D モデルの作成と生産情
報の抽出にとどまらないことです。イ
ンクリメンタル デジタル ツインの作

現代の船は、複雑な自律型浮遊貯蔵
庫兼輸送機であり、発電機、精製所、
居住地、レジャー施設です。現代の船
舶の設計と建造には何年もかかりま
す: 多くの設計者とエンジニアの共同
の努力と調整、材料と機器の調達、組
み立てライン、作業場のフロア、造船
所のプロセス管理における綿密に組
織化された作業。運用の安定性を確
保し、乗組員を訓練し、保守スケジュ
ールを設定するには、数か月にわた
るテストと調整が必要です。

データフロープロセスとしての造船
データフローの観点から造船プロセ
スを見ると魅力的です。コンセプトや
基本設計から現場、運用に至るまで、
大量のデータが生み出され、さまざ
まなニーズに応えます。スタビリティ
や浮心のために実行される計算は、
初期段階では重要ですが、生産ステ
ージでは必要ありません。詳細な3D
モデルが完成すると、生産計画と作
業分解シーケンスを準備できます。エ
ンジニアリング、設計、調達、および生
産プロセスのグループ化は非線形で
あり、多くの場合同時に発生します; 

「CAD/CAM トレンドの将来の発展は、デジタル情報フロー
とデジタル ツイン作成プロセスの役割を強く示唆していま
す」

データフローについても同じことが
言えます。

CAD/CAM/CAE パッケージがプロ
ジェクトの最初から最後までの全サイ
クルを処理すると考える人もいるかも
しれません。しかし、よく見ると、造船
のデジタル化プロセスは細分化され
ており、焦点が狭すぎることがよくあ
ります。造船プロセスでは、さまざま
な種類のデータが生成され、進化し
ます；エンジニアリングや各種計算、
３次元幾何学的データとメタデータ、
ロジスティクス シーケンス、作業分解
情報、特定の機械のニーズに応じて
生成された生産データなど。

造船における重点的な設計意図と AI 
の使用
造船業界は、設計に重点を置いてい
るため、他の業界とは明確に異なり
ます。いわゆる CAD 中心のアプロー
チは、3D モデルを唯一の正確な情報
源として造船でのその役割を強調し
ています。

もう 1 つの重要な傾向は、AI と機
械学習テクノロジーの使用です。機
械学習メカニズムは、エンジニアや
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成では、3D モデルを情報モデルのハ
ブとして配置し、分散データを統合す
るレイヤーを追加します。本質的に、
これは造船プロセス内のアプリケー
ションから成る、任意のシステムから
の任意のデータである可能性があり
ます。

このアプローチは、情報ギャップ
を解決し、設計と PLM 関連データを
直接リンクすることを目的としていま
す。CAD/CAM ソリューションの役割
が変わり、エンジニアリングと設計の
ためだけのツールではなく、造船全
般に及ぶ3D ダッシュボードの位置を
占めるようになりました。3D モデル
の上に情報を追加すると、データと

情報を自動感知しリンクが生成され
ます。データシートに目を通す代わり
に、ユーザーは最新モデルの 3D レ
ンダリングで色分けを確認すること
で、3D ダッシュボード上でデータを
操作できます。コンピューティング パ
ワーと新しいテクノロジーの進歩に
より、データはあらゆる形式およびデ
バイスで利用でき、AR/VR/MR/XR テ
クノロジーとウェアラブル デバイスを
使用して物理的な場所にある実物大
のホログラムまで利用できます。

CAD/CAM トレンドの将来の発展
は、デジタル情報フローとデジタル 
ツイン作成プロセスの役割を強く示
唆していますが、造船所の最終製品、

つまり船主に引き渡される船に焦点
を当て続けることになるでしょう。 

デジタル化プロセスの次のギャッ
プは、造船データと、運航・保守・運送
の間にあります。船舶のライフ サイク
ルの各段階に特化したデジタル ツイ
ンを作成することは、面倒で効果の少
ないアプローチのようです。ユニバー
サル デジタル ツインの開発と促進に
は、造船所と船主の利益が一致する、
デジタル化とデータ フローに関する
より広い視野が必要です。

この記事は、Naval Architect RINA 誌
の 2021 年 1 月号に初めて掲載され
ました。
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2020T3 および 2021T1 リ
リースには、設計作業を効
率化し、容易にし、設計プ
ロジェクト管理を強化する
新機能と改善が満載され
ています。 

2020T3 ハイライト
•	 CADMATIC Outfitting、eShare、 

eBrowser、および eGo でのローカ
ル座標系のサポート

•	 Outfitting でアイソメ図に注釈を付
けるための新しいオプション

•	 Hull Basic Designの新しいエクスポ
ート形式 – OCX XML、DNV GL 船級
協会の要件と互換性があり、プロフ
ァイルの作成と変更のための重要
な追加

•	 eShare では、3DD、DWG、DXF、EB-
M、EBMX、および IFC 形式の複数の 
3D モデルを 1 つのプロジェクトに
マージできます

•	 eShare のその他の新機能: ドキュメ
ントの複数の色付け、保存、表示、管
理されたドキュメント リビジョンの
比較、スマート ポイントの個人使用
のための追加、複数のスマート ポ
イントのインポートとハイパーリン
クの作成、マップの画像の手動置
換、eGo デバイス フリートの調整、
管理、ポイント クラウド管理の簡素
化、eShare の VR インターフェイス。

リリースハイライト
2020T3 & 2021T1 

Data インポート オプション、OCX 
XML へのエクスポートの範囲が
拡大され、プレートと他のプレート
および固定値およびグリッドとの
関係、およびシェル フレームとシェ
ル プレートの関係がエクスポート
で保持されるようになりました。 

•	 Hullドキュメントは、HullCOS 版
から eShare や eGo に公開でき
ます。

•	 BCF マークアップと JT モデルのサ
ポート、および IM 製品でのドキュ
メント リンクの構成の柔軟性が向
上しました。

•	 Electricalでは、I/O 管理、インポー
トおよび 3D 機能、および階層の
設定が更新されました。

2020T3 リリースのハイライトの詳細
については、リンクをクリック

2021T1 リリースのハイライトの詳細
については、リンクをクリック 

2021T1 ハイライト
•	 Outfitting での同じグループ内の

オブジェクトの複数選択
•	 Electricalデバイスは、CADMATIC 

Electrical から Outfitting に COS 
オブジェクトとして送信し、3D オ
ブジェクトにリンクすることがで
きます

•	 パイプは、Piping Component 
Files からインポートして作成でき
ます(.pcf). 

•	 Hull: ハーモナイズド規則システ
ム：プレートとプロファイルの開
先、断面のプロファイルとフェー
スプレートの自動開先、プレート
プロパティが強化されたプロファ
イル。

•	 Hull 生産情報機能: ラグはコーデ
ィングで個別に処理され、自動部
品番号付けで比較できます。 新し
くカスタマイズ可能なジグ表示オ
プションにより、シェル プレートの
検査が容易になります。 

•	 Hull ImportとExport: NAPA Steel 
インポート、新しい Almacam Nest 
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